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１．はじめに

　近年わが国においても ｢買い物依存症」を含
め様々な「依存」あるいは「依存症」に対する
社会的注目があらためて高まっている（後藤, 
2016）。例えば女性の「SNS依存」、若者の「ス
マホ依存」や「ネット依存」、児童生徒の「エ
ナジードリンク依存」現象（例えば『週刊朝
日』2016/08/30号記事）などはマスメディアや
SNS等の媒体上でもしばしば話題にあがってい
る。また例えば毎日新聞2017年 4 月30日記事に
あるように、政府の規制緩和政策とからんで

「カジノ特区」がギャンブル依存者へ与える影
響やあるべき対策などが議論にもなっている。
　現時点では「依存症」にはその依存する対象
によってその主たる要因や経過などには異なる
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様相が想定されているものの、いずれの依存症
でも全く何の対策もせずにただ重症化していけ
ば多くの場合、本人に対して生物学的ないしは
医学的・心理的・社会経済的などの様々な側面
において大きなダメージをもたらす可能性はも
ちろん高い（例えば蒲生ら（2015））。買い物や
ギャンブル依存の場合であれば、クレジット
カードや消費者金融のカードをクレジット枠の
みならずキャッシング枠まで限度額ギリギリま
で使用し家計が成り立たなくなっての自己破
産、友人知人や家族など身近な他者へ嘘をつい
てまでの借金、それらの事実や風聞によって堅
い職場であれば社員としての身分も怪しくなる
場合がある。
　あるいはアルコール依存や違法な物質への依
存であれば、過剰なレベルで摂取した状況下で
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それが露見したり人身事故などを犯してしまい
犯罪者となったり、その上で度重なる周囲に対
するハラスメント行為によって家族や知人など
の関係性が絶たれることもよくある。またその
ような周囲の親密な他者だけでなく、当該人物
が関連する組織・集団などに対しても様々な側
面で波及的に大きなダメージがありえることか
ら、「依存症」に関してはわが国においても更
なる研究の蓄積と社会的対策の促進が求められ
ている（例えば斉藤ら（1995））。
　本稿ではそのような「依存症」の中でも消費
行動と特に強く関連している依存症の一つであ
る「買い物依存症」について、先行研究の簡単
なレビューを交えつつ、主にその発症や深刻化
における要因やその本質に関して考察したい。
なお消費行動において商品を買う行動は「買い
物」「買物」「購買」などいくつかの用語が存在
するが、今回取り上げるトピックに関しては

「買い物」という表現が主流であるため本稿で
は大凡それで統一している。

2.「依存症」と「買い物依存症」

　「買い物依存症」に関する議論に入る前にま
ず、「依存症」とは何かについて、依存する対
象などの観点から概説する。患者が依存する対
象に関しては、「物質」と「行動」ないしは「過
程」と呼ばれるものとに大別して議論されるこ
とが多い。前者すなわち「物質」としては例え
ば、アルコール、ニコチン、カフェイン、ある
種の刺激性が強い飲料、覚醒剤、処方薬を含め
てのある種の内用外用薬物などがあげられる。
さらにこの「物質」については、比較的「ハー
ド」なものと比較的「ソフト」なものとを分類
して考える立場もある。そして後者すなわち

「行動」や「過程」としての依存対象としてよ
く話題になるものとしては例えば、ギャンブ

ル、恋愛、買い物、摂食、ネット上の課金制の
ゲーム、断捨離などがあげられる。
　なお「依存」に近い意味で用いられる用語や
概念はいくつか存在する。例えばアルコールな
どの物質に対する依存に関しての言及でよく見
られる「中毒」という言葉の他にも、「乱用」
や「嗜癖」などである。このうち「依存」と

「嗜癖」はほぼ同義で使われることが多いが、
「依存」と「乱用」はICDとDSMでは定義が異
なり、ICDでは「依存」は医学的概念であるが

「乱用」は社会的、経済的、法的な広範の領域
にまたがる社会的概念とされる（石垣, 2015）。
小林（2016）は「依存症」という用語はどうし
てもアルコールや薬物などの狭義の依存をさす
ようなニュアンスがあるとして、ギャンブルや
インターネット、買い物、摂食障害など多様な

「行動の依存症」まで含めた広範な依存症的行
動全般を論じる際には「アディクション」とい
う用語を用いる方が適切であろうとしている。
ただし本稿ではいわゆる「依存症」の中から

「買い物依存症」について主に論じるため、既
に「買い物」という依存対象に関しては既に先
行研究においても一般化（例えば福村（1999））
しつつある「買い物依存症」という用語を用い
ている。
　次に「買い物依存症」について症状や治療の
現状などの概要を簡単に説明する。「買い物依
存症」は世界的に見ると当初アメリカで注目さ
れてからわが国でも徐々に話題になっていった
が、その経過の中で国内外において著名人や一
般人が自身の「買い物依存症」的心理・行動を

「カミングアウト」的に吐露したエッセイや関
連する良質な著作物も発行された。例えば西村
優里氏の『買い物依存症OLの借金返済・貯蓄
実践ノート』や作家の中村うさぎ氏の『ショッ
ピングの女王』などである。また典型的事例の
紹介も続々となされ話題となった。例えば精神
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科医の斉藤学氏によって訳されたキャロリン・
ウェッソン氏による『買い物しすぎる女たち』

（2016）である。その他にももちろん、主には
現実のクライアントや患者と向き合っている精
神科医や臨床心理の専門家などによって、加え
て消費者心理やマーケティング論などに携わる
周辺分野の研究者からも多々の事例が報告され
ている。
　それらの事例にも見られるように、「買い物
依存症」の典型的な症状は、社会生活上におい
て現実的に何らかの支障を来たす程度にまで、
すなわちある程度「異常」や「病的」とみなせ
る程度にまで過剰に買い物という行動にはまる
ことである。家計のバランスを崩したり借金を
したり売春をしたり金を盗んだりしてまでも、

「買い物」をしたいという衝動が抑えられない。
時にはインモラルや違法なことに手を出たせる
ほどのその抗いがたいその強烈な「買い物」衝
動は、症状の悪化に伴って更に強度を増し頻繁
になっていく。その衝動に身を委ね「買い物」
をしているそのプロセスの真っ只中において
は、彼ら・彼女らは強烈な快感を感じられるも
のの、ひとたびそのプロセスが終われば一転し
て自責の念や反省、後悔など、強烈なネガティ
ブな感情に襲われることが多い。そして必ずし
も彼ら・彼女らの買う商品は生活必需的な商品
と言えないことが多く、むしろ多くの場合はブ
ランド品の服やバッグ、化粧品、アクセサリー
など非必需的な商品である。多くの患者は買っ
た商品に対する執着や愛着は非常に薄く、購入
後すぐにクローゼットにしまったままになった
り、捨ててしまったり、誰かにあげてしまった
りといったケースが多い。
　下記では廣松ら（2001）が報告した事例から
抜粋する。本事例のみならずかなり多くの事例
において、当該消費者が身近な他者に対してす
ら器用に頼ることができない対人的コミュニ

ケーション上の不器用さを有していること、そ
して健康的な形でそういった身近な他者との関
係性を構築できることができるようになると買
い物依存症からの回復を見せる傾向が伺える。

　症例は31歳女性，小学校教諭．幼児期より文
房具など特定の物にこだわる傾向にあった．教
職に就いた頃より，バッグに固執するようにな
り，27歳時第 1 子出産後エスカレートし，購入
後気に入らなくなると，リサイクルショップや
質屋に持っていっていたが，次第に家計を圧迫
し，ローンも膨大になっていった．また，外出
時は気に入ったバッグでないと出かけられず，
バッグ選びに 1 時間以上要することもあった．
今回，友人の勧めにより1997年11月当院心療内
科を受診．厳格な父親に嫌われないよう自己主
張を控え，職場でも同僚との争いを避けるため
極力自分の意見を抑えていた．また，夫婦関係
では会話がない，家事への協力がないなど不満
が募っていた．このため本人の面接に加え，家
族面接を行い，問題点をオ一プンにするに従
い，自己主張も可能となり，問題行動も軽減し
た．結語：両親，夫に対する愛情欲求不満から
買い物依存症を発症した 1 例を経験した．

　次に「買い物依存症」の典型的患者プロ
フィールと治療について概説する。上記の事例
や下記の事例に見られるように、圧倒的に20代
や30代などの若い女性に多く、家族関係に顕在
的ないし潜在的に不安定要素を抱えている者が
多い。またウツや不安障害などを並存して有し
ている場合が多い。治療に当たってもそういっ
た症状に効くとされる薬の投与や認知行動療法
的なカウンセリング、当事者による自助会的コ
ミュニティーを基盤とした支えあいや交流が功
を奏することがある。ここでも「買い物依存
症」の根底に、親密であるべき他者との不安定
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な人間関係や不器用なコミュニケーション・ス
タイル、それによる不安感を主要素とした心
理・行動がありそうなことが示唆される。下記
では内田ら（1999）が報告している事例から、
家族歴や経過など、本稿に強く関係する箇所を
中心に抜粋する。

症例：S．R．29歳　女性、風俗嬢（ソープラ
ンド）
主訴：頭痛、いらいらして落ち着かない、不安
感、ふるえ、性欲亢進、睡眠障害、買い物への
衝動がとまらない
現病歴：平成10年 6 月ごろより、以前からある
頭痛がひどくなる。寝つきが悪く、日中はいら
いらしている。食欲も日中はない。動悸やしび
れ孤独感などの症状もある。平成10年 7 月30目
に来院。
既往歴：高校生くらいから情緒不安定だった。
仕事をしている気にならないが、一人になると
孤独感にさいなまれ身体が震えたりする。また
神経性胃炎にも頻回に罹患していた。中・高生
のときは自殺願望を生じることもあった。偏頭
痛のため、クリアミンA（1T）とデパス（0．5、
1T）を屯用し、ジヒデルゴット（3T、3×n．d．
E．）を服用していた。仕事のため、ピルを服
用中。
家族暦：66歳の父親が脳溢血、胃がん。68歳の
母親の家系には、偏頭痛が多い。 4 人姉妹の
末っ子であったが、 2 、 3 番目の姉は、障害児
で生後 1 歳までに死亡した。
--------------（中略）--------------
経過と考察：頭痛を主症状とするうつ病の背景
のもとに、情緒不安定で、孤独感が強く 1 人で
いることができない。仕事のときは大丈夫なの
だが、気が緩むと体が震える。入眠障害もある
が今は昼間も眠れない。日中はいらいらしてお
り、食欲もない。食事は人と一緒であれば食べ

られる。性的欲求が非常に強い。突然の動機、
不安感、しびれ感等も生じる。買い物への衝動
が強く、とくに高価な洋服を買い込んでしま
う。うつ病、パニック障害を背景とする買い物
依存症の診断のもとに処方（1）を開始した。
以後、診察の際に20分から30分のカウンセリン
グも平行して行った。判断力の弱い自我に気づ
きを得て、買い物への衝動が抑制され、薬物療
法の効果により他の身体症状は 3 ヶ月程度で回
復した。症状の推移よりうつ病とパニック障害
のcomobidityも推定された。家族背景より、愛
情に満たされない幼児期にもとづくうつ病の発
症は、思春期に始まると推定され、長期の経過
の上にパニック障害が発症しているとも考えら
れる。

3.「買い物依存症」に関わる仮説

　ここからは上記をふまえつつ、「買い物依存
症」の要因や発症や重症化のメカニズムとして
現在までに提唱されている主たる説について概
説する。従来、「買い物依存症」を含め「依存
症」全般も含めれば様々なモデルや仮説が提起
され、どれもいまだ実証的にあるいは臨床的に
圧倒的に支持されるというほどには至っていな
いようにも見えるが、いずれも経験的には相当
の説得性を有しているものが多い。人が何かし
らの対象に対して依存状態あるいは依存症を生
じる機序の中で指摘される要因は多岐にわた
る。少なくとも医学ないしは生物学的要因、心
理学的要因、社会経済的要因などが複雑に絡み
合った中で、依存形成のメカニズムが働いてい
ることが示唆されている。例えばSadock& 
Sadock（2003）は物質依存に関する「薬理・行
動的モデル」の中で、仕組みとしては対象薬物
の正の強化作用からの薬物探索行動への流れを
メインに据えた上で、前者へリンクする多幸的
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なポジティブ感情や不安軽減などの行動的要因
や、社会的状況・遺伝的要因・当該者の行動履
歴などの調整的要因などを考慮している。
　過去に碇（2001）では「買い物依存症」の要
因や機序に関わる仮説として「自己確認仮説」
という説を提起した。これは1990年代後半頃に
マーケティング論や消費者行動論の領域におい
て当時の学界を席巻した、消費を「快体験」と
して個人的な感情成分を重視しつつ「体験」と
して包括的に捉えようとするいわゆるポストモ
ダン的な先行研究の影響を受けつつ、買い物依
存症における「買い物」という消費は果たして

「快」なのだろうかという視座にたったもので
あった。残念ながら自らによる何かしらの実証
や臨床を踏まえた議論ではなく、単なる理論的
考察を経た小さな問題提起であり説得性が低い
ものではあったが、その問題意識は現在に至る
まで繋がっている。ここでの主張の背景にあっ
たのは、買い物に依存するという行動は、そう
いうビジネスライクな関係ですら構わないから
何とか社会全体や何らかの集団や組織あるいは
他者との関係性を結び自己をアイデンティファ
イすることによって「自己確認」しようとす
る、当該消費者の一つの人間的な営みなのでは
ないかという自らの観察であった。
　社会の中のネットワーク構成が複雑化したり
過疎化や高齢化などの現象が進行する状況下
で、それが社会的にいいか悪いかという価値判
断とは別問題に現実として、旧来から存在する
様々なコミュニティーの中には崩壊に向かって
いるものも多い。例えば団塊の世代が大量に入
居した集合団地の住民コミュニティー等は瓦解
しつつある。また社会における価値観の変容、
インフラとしてのネットやSNSの普及等にも助
けられ、個人が心理的にあるいは物理的に所
属している、あるいはできる集団や組織は多
重化している。複数のSNS、例えばTwitterや

Facebook、Google+、Instagram等を使い分け、
それらのSNS間で同一人物として特定されない
ように別人を装い、あるいは更にはある特定の
SNS内において複数アカウントを保持し別人を
装うことも容易である。そういった社会の変化
により生きやすくなっている個人が多いだろう
ことは推察され、社会的なメリットも非常に大
きい。
　一方で自己をアイデンティファイしづらい状
況下で、個人は「自分はこの集団や組織の一員
である」と自らを一義的に定義することが困難
になったという側面もあるのではないだろう
か。上述の仮説はまだSNSの進展などはそれほ
ど進行していない時代であったが、基本的には
そのような問題意識が背景にあった。すなわち
他者や所属する集団・組織との関係性を結ぶこ
とにおいてに何らかの困難さなり「不器用さ」
を抱えている消費者が自己を心理的にアイデン
ティファイする一つの代替手段として「買い
物」という行動に依存して「自己確認手段」と
して病的にしがみつくことによって「買い物依
存症」になるのではないかという見解である。
しかし当時から一方で臨床や実証を伴った堅実
な先行研究からの知見では、「物質」に対する
依存の一部と「買い物」などの「行動」ないし
は「過程」に対する依存では、その経過や要因
などにおいて、両者の重なり部分がありそうな
ことが指摘されていた。「自己確認仮説」では
心理的・社会的要因しか考慮していないので、
生物学的・医学的要因が強く働くと指摘されて
いる前者のタイプに対する説明力はほとんどな
いと考えられ、深い再考が要されるものであっ
た。

4.「信頼障害仮説」

　しかし「依存症」の領域において小林（2016）
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によって提起された「信頼障害仮説」はそのよ
うな上述の問題をクリアする包括的で非常に注
目すべき仮説と考えられる。この仮説は、依存
症患者は「人」を信じられず、アルコールや薬
物といった「物」やギャンブルや買い物といっ
た「単独行動」しか信じられないと説明し、だ
からそれに依存すると考えている。つまり「買
い物」を含めて上述のような対象に対して依存
をする者には共通的な要因があるという示唆で
ある。ギャンブルや買い物や恋愛などへの依存
は一見すると「行動」に対する依存であって、
他者を介した対人的コミュニケーションに見え
るかもしれず、例えばアルコールやドラッグな
どの物質に対する依存との共通する要因は薄く
見えるかもしれない。そのように解釈してしま
うと上記仮説が説明できる「依存症」の範囲が
狭く見えてしまうが、それは早計である。
　この仮説は小林（2016）が依存に悩む人々と
臨床の現場での経験の中で、「依存」に対する
従来の一般的な説明に対してのある種の違和感
ないしは疑念を抱いたことから考察を重ね辿り
ついた仮説である。すなわち従来の一般的な

「依存」に対する説明は、例えば当該人物が衝
動的な性格であるとかアルコールや薬物といっ
た物質に対する感受性の高さなど、ある種「依
存」を発生しやすい遺伝子の組み合わせをある
程度主たる前提として、「依存」が進行するに
従って脳障害を起こすことによって更に悪化し
ていくという説明が主流であった。しかし彼は
現場での豊富な事例との対峙の中で、例え似た
ような条件の者であっても全てが「依存症」に
なるわけではなく、しかも一度「依存」を深め
ても深刻な状態までいたるまでにそこで踏みと
どまったり回復したりする者がいることに気づ
く。この現象は例えば従来ヘロインなどの比較
的ヘビーな薬物の依存症の説明において一定の
支持を集めてきたカンツィアンら（2013）によ

るいわゆる「自己治療仮説」によっては説明が
困難であると小林は考えた。また「物質」に対
する依存や「行動」に対する依存の併発、特に
前者に関しては「ソフト」なもの、後者に関し
てはある程度単独で完結できるものであるが、
それらの併発というところに何か別な強い要因
の存在を感じたと考えられる。それが「信頼障
害」である。
　この説では、上記のような対象に対する依存
に陥りやすい者には、生育の過程でそれが明白
的か暗黙的かにはかかわらず何らかのある種の

「生きづらさ」を抱えており、それが「依存」
への原動力となると見ている。「明白な生きづ
らさ」とは例えば、親からの虐待であったり複
雑な家族構成であったり学校での激烈ないじめ
であったりと、本来ならば心休ませられるべき
家庭や学校に自らの居場所が見つからないとい
う辛さであるとされる。そして「暗黙の生きづ
らさ」とは、そこまでの家庭機能不全や不登校
状態などまでは至っていなくとも、例えば心理
的に自らの価値観や行動様式を押しつけてくる
いわゆる「毒親」が君臨する「いい子」の家庭
などに見られるもので、子どもは自分の真の意
思を曲げてまでも表面上は親の言いなりになる
ことによって何とか褒めてもらいたいとか愛し
てもらいたいと思い「過剰適応」することに
よって心中には結果的に鬱積した不満や不安を
抱え込んでいく、そういった生きづらさである
とされる。
　そして両方の「生きづらさ」ともに本質とし
ては孤独感や無力感が存在し、それが何らかの
依存へ向かわせると考える。「買い物依存症」
に関して言えば、上記の説では、例えば買い物
場面で出会う他者であるリアル店舗の店員や
ネットショップ上の店員、あるいはSNSや風俗
店などの疑似恋愛場面で出会う相手は、必ずし
も相互に本音を開示してくれるコミュニーショ
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ン対象者ではないことが多いことから、こうい
う場面での「他者」は「自分の欲求を満足させ
るための手段や道具にすぎないのである」と喝
破している。換言すれば買い物依存の消費者に
とっては、店員や常連客などとの対人的コミュ
ニケーションは、例えば店舗に置かれたPOP
や商品自体などの「物質」と同程度の機能しか
持たない可能性があるということである。この
仮 説 は 過 去 に 提 起 さ れ た 仮 説、 例 え ば 碇

（2001）と比較すると特に、いわゆる「物質」
に対する依存と「買い物」などのある種の「行
動」に対する依存とを併せて無理なく包括的に
説明しうる理論的な枠組みが提供されたという
点で画期的であると考えられる。その上、実際
に臨床の場面で様々な患者と対峙する中で提示
された仮説であり、同書の中で豊富に提示され
た臨床的事例や実証的検証もあいまって、もと
もと多分野にまたがりやすい当該トピックでは
あるが他分野に対する説得性も高いと考えられ
る。今後もし機会が与えられればこの仮説に関
する実証的ないしは臨床的な研究を行ってみた
いと考える。

5．終わりに

　他の「行動」依存も含め「買い物依存症」に
対して有力な仮説が登場してきた一方で、この
トピックに関していまだ未解明と考えられるの
は、「買い物依存症」における「買い物」行動
は果たして「手段的」消費なのか「自己目的
的」消費なのかという点である。もちろんこれ
ら 2 つの側面は二律背反ではない。すなわち人
間の社会的行動の一つとしての消費行動には、
様々な要因が影響している。メディアとの接触
行動などと同様、社会的行動としての消費行動
には「手段的」側面と「自己目的的」側面とが
あり、実際の消費行動には両者の側面が程度の

差はあれ混在して見られることが多い。
　例えばトイレットペーパーといったほとんど
の消費者にとって日常生活に必要最低限な商品
を購買する行動においては、多くの場合、排泄
関連の生活領域において清潔で衛生的な人間的
生活をおくるための手段として、その商品が買
われ使用される。トイレットペーパーという商
品自体を買う行動自体にはそれほどの楽しさや

「快」は少ないかもしれない。しかし消費者は
香りや柄、紙質などの様々な付加価値の部分の
組み合わせにおいて多様な、市場に存在する多
数の選択肢の中から自らの好みと照合し選択す
るという意味においての心理的・行動的楽しさ
を感じることもある。総合するとこの場合、「自
己目的的」側面も存在しえるが「手段的」側面
が強く働くことが多い消費行動といえよう。
　一方で消費者には「買い物」する行動自体が
主たる目的であってそれ自体に「楽しみ」や

「快」が存在する場合がある。例えばアウト
レットを観光として訪れる、「銀ブラ」する、

「ウィンドーショッピング」するといった、生
活のために必要な何らかの商品を買うのが主目
的ではない「買い物」行動がその典型である。
すなわちその行動の外部にある何らかの目的の
ための手段としてよりは、「買い物」という行
動自体の内部に主たる目的が存在し、ある意味
で自己完結している消費行動ともいえる。しか
しもちろんこの場合でも、例えばそういった娯
楽性にとんだ「買い物」の時空間やそれに伴う
体験や感情を気の合う仲間や家族などと共有す
ることによってその関係性を深めたいといった
明示的あるいは暗黙的な目的が存在する場合も
多い。その場合、「手段的」側面も有しつつの

「自己目的的」側面が強い消費行動といえるだ
ろう。
　ここで改めて「買い物依存症」における「買
い物」行動において更なる探求の対象の 1 つと
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なりうるのは、本質としてそこが果たして「手
段的」側面と「自己目的的」側面がどの程度存
在するのかという点ではなかろうか。「買い物
依存症」においては「買い物」という行動自体
に耽溺しているのだという従来からあった見解
からすれば、極めて「自己目的的」消費といえ
る。しかし上述の小林（2016）によって提起さ
れた「信頼障害仮説」的な理論的見地に立ち

「買い物依存症」の消費者にとっての「買い物」
行動を見れば、その「買い物」に没頭している
瞬間だけは「快」を伴っているように見えたと
しても、本質的にはそれはまさに自らの明示的
あるいは暗黙的な「生きづらさ」を埋め合わせ
るための手段でしかないのかもしれない。「買
い物依存症」に関してそういった本質について
も今後、更なる理論的・実証的・臨床的研究の
蓄積が望まれると考える。
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